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京都市山科区社会福祉協議会
社会福祉法人

email@yamashina-shakyo.or.jpメール

https://yamashina-shakyo.or.jp/WEBサイト

〒607-8344  京都市山科区西野大手先町2-1住  所

075-593-1294電話番号

075-594-0294FA X

Instagram

Twitter

YouTube

京都市山科区社会福祉協議会社会福祉法人
機関誌Be-Voは
一部共同募金の助成金で
発行しています。
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わからなくても

大丈夫なんだよ

いっしょに考えて

いっしょに行動して

支えてくれるんだね

学区社協活動
各学区社協ではさまざまな事業を通じて地域の絆を深め、生活課
題の解決や孤立防止に向けた福祉のまちづくりを進めています。

　社協が進める事業には、学区社協支援、企画広報、ネットワー
ク支援、セーフティーネット、生活支援、区ボランティアセンター、
会務運営事業があります。その事業運営の財源は、賛助会費、赤
い羽根共同募金の配分金、皆様からの寄付金、京都市や京都市
社協からの補助金・受託金等です。賛助会費は、地域福祉活動を
進めていくうえで最も重要な財源となっています。
　賛助会員への加入は、主に各学区社協を通じて募集しています
ので、活動の趣旨をご理解いただき、ご協力お願い申し上げます。

山科区社会福祉協議会の賛助会費・赤い羽根共同募金への
ご協力が山科区の地域福祉活動を支えています
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賛助会員への加入をお願いします
さ ん じょ か い い ん か に ゅう ね が

　ご協力いただいた共同募金は、主に社会福祉協議会を通じて、
山科区の住民全般の地域活動や高齢者・障がい者・子どものための
福祉活動等に役立てられます。
　災害時には「災害ボランティアセンター」の設置や運営等、被災
地支援にも役立っています。

赤い羽根共同募金に
ご協力ください

あ か

きょうりょく

は ね きょうどう ぼ き ん

SNSで
情報を発信しています

賛助会員への加入ありがとうございました。
令和3年度

令和3年度 実績 11,787,500円

1.
2.
3.
4.
6.
8.

10.
11.
13.
14.
16.
17.
21.
22.

これを耳に付けて音楽を聴きます
はっきりしない時「〇〇〇、大丈夫」と言う
「3R」とは「リデュース」「リユース」と何？
舐めて食べる甘いお菓子
ピンキーリングはどこの指につける？
木の棒に火をつけて手に持つ道具
紫色の夏野菜
サッカーなどのスポーツで追加時間のこと
限界を英語で？
女王のこと
いたずらをしたり、大人の言うことを聞かない子
成人のこと
花粉症の原因となる植物
桃太郎のお供は「犬」「猿」と何？

ふれあう
当事者の仲間づくりや
地域との交流を
進める活動

学び合う
地域の
福祉課題を知り、
理解を深める活動

支え合う
支援を
必要とする人を
見守り、支える活動

イタリア料理のこと
「ニャーニャー」と鳴きます
馬に乗りながら弓で的を射る遊び
本当の気持ち
ケニアの首都
イエス・キリストの降誕祭
漢字で「胡桃」と書きます
レンタルビデオ屋さんの名前
自分の兄弟姉妹の息子
地球の衛星
言葉のひびき「〇〇を踏む」
食パンを焼いたもの
韓国の辛い漬物
困難なこと
どうしようもない時何を投げる？
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クロスワードパズル の文字を並び替えてください
〈問題制作〉 山科区在住 堀口さん

解答
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クロスワードの答え ： キリギリス
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社会福祉法人 京都市山科区社会福祉協議会 機関誌 ビーボ

思いに「よりそい」
先へと「つ な ぐ 」

ビラビ & ボラビ

山科区社協
キャラクター

おも

さき

孤立・孤独を防ぐ取組
こりつ こどく ふせ とりくみ

〜ひきこもりに関する相談支援〜
かん そうだん しえん



　参加支援部では、4つの事業を持っていまして、その中で
ひきこもり支援を行う「よりそい・つなぐ」相談窓口とよりそい
支援員の事業があります。これら事業については、市社協が
長く社会との関わりから離れていた人の支援を行ってきた経
緯もあり、令和2年度より京都市から受託し実施しています。

　ひきこもり支援という言葉ですが、「支援」として考える
必要がある方もいらっしゃいますが、まずは一人の人とし
て向き合うことが大事だと考えています。自分の思いを上
手く伝えられず、周りとの軋轢が生まれてしまった経緯が
ある方なども多くいらっしゃいますので、その方の思いな
どを丁寧に聞き取り、支援者もまた一人の人間として向き
合うことを大切に、日々相談支援を行っています。
　現在でも、まだまだ相談に繋がらない、繋がることがで
きない方が多くいらっしゃると感じていますので、まずは
相談する場所があるということを知っていただいて、繋がっ
ていきたいと思っています。

「よりそい・つなぐ」相談窓口と、よりそい支援員
そうだんまどぐち しえんいん

ひとり ひと む あ

まずは一人の人として向き合う

　ご本人やご家族からのお話を伺いながら、その思いだっ
たり世帯の状況などを少しずつ整理して、そのお話の内容
に応じて、助言させてもらったり、支援機関や区の保健福
祉センターとも調整して支援につなぐことが役割です。
　その中で、私はご本人やご家族の話を受け止めるという
ことを意識しています。電話相談でも緊張して電話される
方や、相談して良いのか迷いながら電話される方などがい
らっしゃいます。その方々に、
ひきこもりの相談がメインで
あってもなくても、次の相談を
してみようと思ってもらったり、
話を聞いてもらえたと感じても
らえたり、相談に対する前向き
な印象を持ってもらえることに
繋がると思って、お話を聴かせ
ていただいています。

　窓口では、電話や面談形式での関わりなのですが、対面
の面談だけではなく、その方に合った面談方法も考えてい
て、例えば、外で散歩しながら面談したり、ゲームをしな
がら面談したりしています。その中で全然話さなかった相
談者の方が少しずつ自分の思いや今後に対する不安など
を話してくれるようになったときはこちらもとても嬉しく感
じます。

京都市のひきこもり支援では「よりそい・つなぐ」
相談窓口と区役所・支所保健福祉センターで「ひ
きこもり地域支援センター」を構成しています。

丁寧なつなぎ
情報提供

支援ノウハウの
集約・共有

区役所・支所保健福祉センター
（支援機関の中心的役割）

支援調整会議（支援方針の決定等）

保健福祉センター 各課・室

寄り添い支援係長

統括保健師

保健福祉センター長
子どもはぐくみ室長

小野 恵以子 さん

京都市社会福祉協議会
参加支援部 部長

青松 香里 さん

「よりそい・つなぐ」
相談窓口

令和4年度より京都市社会福祉協議会（以下、市社協）に
新たに創設された参加支援部では、
ひきこもりに関する相談支援を行っています。
多様な主体による連携と協働の中で、誰もがその人らしく
地域の一員として暮らしていけることを目指して、
丁寧に寄り添いながら支援を実施しています。

ご本人やご家族の思いを受け止める
ほんにん かぞく おも う と

少しずつ自分の思いを話してくれた
すこ じぶん おも はな

地域の方々とともに、プラ
ンターにどんな花を植え
たいかという作戦会議を
行いました。
その結果、センニチコウと
マリーゴールドを植えるこ
とが決まりました。

　区役所の支援調整会議からの要請で、よりそい支援員
が担当となるのですが、よりそい支援員が担当になった方
にもいろんな段階の方がいらっしゃいまして、すぐに面談
が出来る方もいらっしゃれば、お会いせずにメールや電話、
手紙などから始まる方もいらっしゃいます。どの方へも共
通して、面談方法や回数、時間、場所などその方に合わせ
て支援を行っていますが、その方の思いを聴くと言っても
なかなか自分で思いを出せる方ばかりではありませんの
で、そこは本当に時間をかけて、丁寧に思いを聴くことを
心がけています。

ていねい おも き

丁寧に思いを聴く

市川 隆嗣 さん

よりそい支援員

ゆっくりと時間をかけて
ご本人やご家族の思いを
聴いていきます。

スタッフ同士の
情報共有や連携も
大切にしています。

YouTubeでもっと詳しく

動画で

記事に収まりきらな
かったお話を、動画
でご覧いただけます。

孤立・孤独を防ぐ取組
こりつ こどく とりくみふせ

〜ひきこもりに関する相談支援〜
かん そうだん しえん

「よりそい・つなぐ」相談窓口
（京都市ひきこもり相談窓口）

京都市
ひきこもり地域支援センター

思いに寄り添った包括的な支援

「よりそい・つなぐ」相談窓口 

京都市内在住のご本人、ご家族から
ひきこもりに関するご相談をお受けしています
年齢は問いません
お電話、来所等で相談に応じます
相談は無料です（通信費や交通費は相談者の負担となります）
ご相談を受け止め、情報提供を行います
他機関との連携により必要な支援にお繋ぎします
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●

●

●

●

●

　ご本人やご家族の状況や困りごとは様々で、複合的な課
題を抱えておられる場合もあります。区役所保健福祉セン
ターでは、その方の思いに寄り添った支援ができるよう、市・
区社会福祉協議会、地域の関係機関等と連携して包括的な
支援をしています。

075-354-8749TEL.相談電話

月～土曜日  午前9時～午後6時（祝日・12/29～1/3除く）

山科区役所 健康長寿推進課 寄り添い支援係長

よりそい支援員 地域福祉組織、NPO等
関係機関
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